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目的 ： Estrogen の Positive 　 feedback 機構

に β
一EndDrPhin （β

一End ）が関与 し て い る か

ど うか研究する 目的で 、
Estradiol 　 Benzoa 七e

（EB ）負荷 テ ス ト前後の 血中 Gonado 七ropin

（Gn ）並 びに β一End 様免疫活性の変動を調べ

た。 方法 ： 正常月経周期婦人 20名 （特に卵胞期

初期 ・ 後期 、 黄体中期に分けた 。 ）視床下部性無

月経 （HA ）患者 8 名 （Gn 低値 ・ LH − RH 低

反応 ・HMG − HGG 刺激反応正常）を対象に 、

EB 　lmg 筋注前 、 24。4a 　72。96。120時間後に

採血 した 。 血中 LH ・ FSH ・ E2 　 ・ AOTH は キ ッ

トに て 測定 し 、 血漿中 β一End は ODS − Silica

に て抽出後 、 β
一Lip 。七r ・ pin と 100％交又する

抗体並 びに Sephadex 　G − 50 カ ラ ム に て精製 し

た 標識 ホ ル モ ン を用い たRIA に て 測定した Q

成積 ：（1） 血中 β一End は正常者では 24〜72

時間後に基礎値の 15Q3 ％まで増加 した の に対し 、

HA で は 8Z6 〜101、6 ％しか変動せ ず 、　 HA で の

β
一 Und の 分泌反応の 鈍化が見 られた 。   　正

常周期の各期で 変動パ タ ー
ン の 差は見られ ず 、 ま

た Ez の 基礎値 の 大小に よる差も見 られ なか っ

た 。 （3） 血中 AGTH は有意な変動を示さな か っ

た 。 （4） 正常周期の い くつ か の 例に おい て β
一

End は Gn と相反 する変動 を示 し、
　 Gn が低下

す る時期に は増加し、 Gn が急増す る時期に は減

少 した 。 結論 ： （1） Ez の P 。si 七i▽ e　 feed

back に β一En α が 関与 し 、 末梢血中で も把え ら

れ る事 、 （2） 視床下部性無月経で は Ez に対す

る β一End 分泌予備能が低 下 して い る事、 （3）

C31正常例で Gn の変動に β一End に よる抑制

とそ の 解除が 関与する事 、 が示唆された 。

＜ 目 的 ＞ Opioid　 peptides は 中枢性 Gn − RH の 脈

波状 放出 に 関与 す る と 考 え られ て い る 。 そ こ で モ

ル フ ィ
ン の 拮抗 物 質 ナ ロ キ ソ ン の 間歇投毒 を 視床

下部性無 月経患者 及 よ び 正 常黄体期 婦人 に 行 い ，

下垂 体性 ホ ル モ ン （LH ，
　 FSH ，

　 paL ，
　 GH ）・卵

巣性 ホ ル モ ン （E2 ， P ）及 び C ・ rtis ・ 1の 動態を 究

明 し た 。

〈方法 〉視 床下 部性無 月 経 患 者 に ナ ロ キ ソ ン を 60

分間持続 点滴を 行 い ， そ の 後30分，90分 ， 150 分，

210 分後 と 計 4 回間歇投 与を 行 っ た 。 採血 は 持続

カ テ
ー

テ ル で 24時 間 ま で 行 い ，ホ ル モ ン は RIA

で 測定 し た 。

〈成績〉 ナ ロ キ ソ ン 持続投与 120 〜 180 分 後に E2

低下 ， LH の pulsatile 　 pattern の 出現 が み ら れ

た が ， FSH ，
　 PR 』 に は著 明 な 変動 は み られ な

か っ た 。
cor 笆isolに は反跳現 象が み ら れ た 。 正 常

黄 体期 婦人 で は ナ ロ キ ソ ン 持続投 与 180 分後 よ り

E2 低下が み ら れ た が ，
　 L ｝｛，　 FSH 　 PRL に は 著

明 な 変 動 は み ら れ な か っ た 。

＜結論＞ E2 の 低 下 は 反 応 時間 よ り下 垂 体一卵巣

系を 介 さ な い 直接 作用 に ょ る も の と 思 わ れ る 。

LH の 即 lsatile　 pattern の 回復 は opioid

peptide の 視 床 下 部 を 介 し て の 下垂 体 ホ ル モ ン へ

の 関与 を示唆 し て い る も の と 思 わ れ る
。

Certisol

は 投一与中止 後 の 反跳 が み ら れ ， こ の 現 象は黄 体 ホ

ル モ ン 存 在 下 で も観 察 さ れ た 。
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